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I.序 論
欠陥を含む媒質の変形を扱 う場合,完全結晶から出発して物体の変形を変位ベクトル完で表現するO近


























































































































五 pk+ヱ [p∂k∠+pkVl+wkα0" ]-0∂XJ
が得られる｡同様にして,
∂









W iα- ∂ia- Wiα
よって











[2] S.Amari,くA DualisticTreatmentofNon-RiemannianMaterialSpacesHRAAG Research
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｢ス ピ ン グ ラ ス ｣
東大･理 鈴 木 増 雄
スピングラス1-6)とは何かという説明から始まって,その本質であるフラストレーションと非線形帯磁
率の負の発散について解説し,これらをトポロジカルな概念によって理解する方法を述べ,最後に,筆者
によって提唱された ｢コヒー レント異常法｣7-21)と ｢有効場理論｣22･23)によって,スピングラスの相転移
が統計力学的に研究できることを示した｡
1. スピングラスとフラストレーション
金に少量の鉄を混ぜた合金,銅に少量のマンガンを混ぜた合金などでは,スピンを持った鉄やマンガン
の不純物がランダムに分布しており,RKKY相互作用という正負に振動 した相互作用のために,不純物
間の相互作用がランダムになり,スピン間には,強磁性的な力と反強磁性的な力が働き,フラストレー シ
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